
季
節
を
知
っ
た
ら

　
暮
ら
し
が
楽
し
く
な
っ
た

夏
至

　

一
年
の
う
ち
で
も
っ
と
も
昼
間
が
長
い
日
、
夏
至
。な
か
な
か
日
が
暮
れ
ず
、
夜
が
短
い
頃
に

な
り
ま
す
。
た
だ
、
日
本
で
は
梅
雨
の
最
中
、
食
の
安
全
に
気
を
付
け
た
い
時
で
も
あ
り
ま
す
。

伊
勢
神
宮
外
宮
で
日
々
食
を
お
供
え
す
る
日
別
朝
夕
大
御
饌
祭
で
も
、
夏
に
は
鯛
が
干

物
に
な
る
と
い
い
ま
す
。こ
の
時
期
、
干
物
は
重
宝
し
ま
す
。

　
　

干
物
は
、
魚
な
ど
を
乾
燥
さ
せ
て
水
分
量
を
減
ら
す
こ
と
で
保
存
が
効
く
上
、
う
ま
味
成

分
で
あ
る
イ
ノ
シ
ン
酸
が
作
ら
れ
る
た
め
味
も
濃
厚
に
な
り
ま
す
。
そ
の
歴
史
は
古
く
、
縄
文
時

代
の
遺
跡
か
ら
魚
や
貝
を
干
し
た
と
思
わ
れ
る
形
跡
が
見
つ
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
奈
良
時
代
の

正
倉
院
文
書
に
も
記
さ
れ
、
さ
ら
に
平
安
時
代
に
は
「
か
ら
も
の
」
と
呼
ば
れ
、
貴
族
の
酒
宴
の

肴
と
さ
れ
て
い
た
様
子
が『
源
氏
物
語
』
に
も
登
場
す
る
な
ど
、
想
像
以
上
に
日
本
人
と
関
わ

り
の
深
い
食
材
な
の
で
す
。

　
　
お
か
げ
横
丁
で
干
物
を
販
売
す
る
「
伊
勢
ゑ
び
す
ひ
ら
き
屋
」
。
店
頭
で
は
、
魚
貝
類
を
そ
の

場
で
焼
い
て
食
べ
る
「
漁
師
の
浜
焼
き
」
が
。
潮
の
香
と
香
ば
し
い
匂
い
が
食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。

車
海
老
の
串
焼
き
や
天
然
ブ
リ
の
串
焼
き
な
ど
の
ほ
か
、ち
ょ
っ
と
贅
沢
な
伊
勢
海
老
の
半

身
も
あ
り
ま
す
。

　
　

そ
し
て
店
内
で
注
目
し
た
の
が
、
串
に
刺
し
た
干
物
「
串
干
物
」
で
す
。カ
マ
ス
、
ブ
リ
、
サ

バ
、ウ
ル
メ
イ
ワ
シ
、ア
ジ
、シ
イ
ラ
の
六
種
類
が
二
切
れ
ず
つ
真
空
パ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
も
、
ト
ー
ス
タ
ー
な
ど
で
少
し
あ
ぶ
っ
て
も
い
い
と
の
こ
と
。
私
は
、
ブ
リ
と
カ
マ

ス
を
購
入
し
、
自
宅
で
、
グ
リ
ル
で
少
し
焼
い
て
食
べ
ま
し
た
。
味
は
濃
厚
で
香
ば
し
く
、
串
に

刺
さ
っ
て
い
る
た
め
、
持
っ
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
手
間
が
い
り
ま
せ
ん
。こ
れ
ま
で
の
干
物

に
は
な
か
っ
た
手
軽
さ
に
惹
か
れ
ま
し
た
。ち
な
み
に
シ
イ
ラ
は
時
期
的
に
春
に
水
揚
げ
さ
れ
る

限
定
も
の
と
か
。
ま
た
、
期
間
限
定
で
脱
皮
伊
勢
海
老
の
唐
揚
げ
も
。脱
皮
し
た
て
の
伊
勢

海
老
を
皮
ご
と
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
珍
し
い
一
品
で
す
。
海
に
囲
ま
れ
た
日
本
、
魚
貝
類
を
さ

ま
ざ
ま
に
味
わ
い
た
い
も
の
で
す
。

六
月
二
十
一
日

げ       

し

〜
第
四
二
一
号
〜

伊
勢
ゑ
び
す
ひ
ら
き
屋

文
　
　
千
種

清
美

ひ　　
ご
と　

あ
さ　
ゆ
う　
お
お　
　
み　　

け　
　　
さ
い



おかげ横丁

五十鈴茶屋

五十鈴塾

おかげの里便り

七夕の節句
7月7日は、五節句の一つ七夕です。芸事の上達を祈る風習から生まれ、庭に供え物を

し、五色の短冊に願いを託して星の神様に祈りを捧げてきました。

おかげ横丁では笹の葉ゆれる夏空を楽しんでいただこうと、町中に七夕飾りを取り付

けます。夏を迎えたおかげ横丁で星に願いごとをしてみてはいかがですか。

日　時／7月1日（月）～ 7月7日（日）　10：00 ～17：30（催しにより異なる）

場　所／おかげ横丁一帯

七夕飾り
昔ながらの七夕飾りを取り付けた笹竹を横丁一帯に飾り、町全体で七夕の節句をお祝い

します。笹竹の傍に短冊が用意してあるので、願い事を書いて枝に飾ることもできます。

乞巧奠
乞巧奠は、中国から奈良時代に伝わった宮中行事で、織姫星にあやかって裁縫の上達

をお祈りしました。庭先の祭壇に針などを供えます。

太鼓体験
七夕は芸の上達を願ったという習わしから、子どもたちに太鼓を叩いていただきます。

おかげ横丁の太鼓チーム「神恩太鼓」の演奏終了後にリズムを真似してみたり、自由

に太鼓を叩いたり、楽しく太鼓を叩いてみましょう♪

当日、希望者を募りますのでお集まりください。

日　時／7月6日（土）、7月7日（日）　   12：30～の演奏終了後

場　所／おかげ横丁内「太鼓櫓」

参加費／無料

定　員／10名程度（先着順）

※悪天候の場合、中止とさせていただくことがございます。

お問い合わせ/おかげ横丁総合案内「おみやげや」電話0596-23-8838

「伊勢神宮御厨・御園めぐり」その1
御厨・御園は、伊勢神宮の神饌や経営資源などを供給する土地のことで、中世には全国40ヶ国に計

600ヶ所以上存在しました。なぜそんなにあちこちにあったのか不思議ですが、それは先生と古文

書を読み解くうちに次第に解明されます。

もちろん地元である伊勢国には最も多くあり、今回はその中から伊勢市御薗町から大湊にかけて存在

した「大塩屋御園」に関する太田家古文書を読み解きます。

日　時／6月24日（月） 13：30 ～ 15：00

場　所／五十鈴塾右王舎

講　師／岡野 友彦（皇學館大学文学部長）

参加費／一般 1,400円　　会員 900円

　五十鈴茶屋節気菓子

サトウキビの搾汁を、そのまま煮詰めてつくられる黒砂糖は、太陽と大地に

育まれた、自然の恵みです。黒糖の羊羹と錦玉を、琥珀のような色合いに仕上げました。

こくのある甘みで、ひと時の夏時間をお過ごしくださいませ。

梅雨空の下、色鮮やかに紫陽花が咲いています。

紫陽花の名は、藍色が多く集まる様子を指す「集真藍（あづさあい）」という

古語に由来するそうです。羊羹のきんとんで、紫陽花の七変化を表現しました。

宮川の支流・横輪川は、伊勢では蛍の名所として知られており、源氏蛍や

平家蛍が美しい光の舞を見せてくれます。白餡とこし餡を、金柑の入った

葛寒天で包み、蛍火が描き出す情景を表現しました。
里　の　蛍

紫　陽　花

黒　糖　羹

さと　　　　　 ほたる

　　あ 　　じ　　　　さい

　 こく 　　とう　　かん

講座についてのお問い合わせ・お申込み／電話0596-20-8251きっこうでん


